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３
月
か
ら
５
月
は
「
年
度
末
滞
納
整
理
強
調
月
間
」

納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を

　

飯
山
市
で
は
、３
月
か
ら
５
月

ま
で
の
間
を「
年
度
末
滞
納
整

理
強
調
月
間
」
と
し
て
、
滞
納

整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

長
野
県
と
締
結
し
た「
県
と
市

町
村
の
協
働
に
よ
る
滞
納
整
理

に
関
す
る
協
定
」に
基
づ
き
、長

野
県
総
務
部
税
務
課
県
税
徴
収

対
策
室
の
職
員
と
協
力
し
て
、市

税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
預
金
、

給
与
、土
地
、建
物
等
の
差
し
押

さ
え
を
行
う
な
ど
、
滞
納
整
理

の
強
化
を
図
ってい
ま
す
。

　

各
ご
家
庭
で
も
う
一
度
市
税

等
の
納
め
忘
れ
等
が
な
い
か
確

認
の
う
え
、
納
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
税
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３

　

先
人
が
築
い
て
き
た
悠
久
の

ふ
る
さ
と
飯
山
。
こ
の
財
産
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

今
を
生
き
る
世
代
の
大
き
な
役

割
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
住
民
が
と
も

に
喜
び
合
い
、
豊
か
さ
を
実
感

し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
の
た
め
自
ら
考
え

行
う
事
業
に
対
し
、「
悠
久
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
支
援
金
」
を

交
付
し
、
ふ
る
さ
と
を
次
世
代

に
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。　

募
集
は
４
月
か
ら
行
い
ま
す

　

平
成
21
年
度
は
多
く
の
応
募

が
あ
り
、
15
の
団
体
が
支
援
金

を
受
け
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
年
度
分
は
4
月
か
ら
募
集

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
支
援
金
」を
募
集

集
落
・
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
活
動
を
支
援

と
と
も
に
、
市
報
4
月
号
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係

☎
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１
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内
線
３
９
１

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
の
高
い
投
票
率
と
適
正
な
執
行
が
評
価

市
選
挙
管
理
委
員
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
総
選
挙
で
の
高
い
投
票

率
と
適
正
な
管
理
執
行
が
評
価

さ
れ
、
飯
山
市
選
挙
管
理
委
員

会
が
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
は
、
各
種
選
挙
に
お

い
て
県
内
で
は
常
に
高
い
投
票

率
を
保
持
し
続
け
て
お
り
、
今

回
の
表
彰
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
政
治
や
選
挙
へ
の
深
い
関
心

と
高
い
投
票
率
の
維
持
に
対
す

る
表
彰
と
い
え
ま
す
。

　

投
票
は
、
政
治
に
参
加
す
る

機
会
で
あ
り
、
国
や
県
、
市
の

政
治
は
私
た
ち
の
一
票
の
積
み

重
ね
で
決
ま
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
明
る
い

選
挙
の
推
進
と
投
票
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
予
定
さ
れ
る
選
挙

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

・
長
野
県
知
事
選
挙

・
飯
山
市
長
選
挙

・
飯
山
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
立
保
育
園
の
臨
時
職
員（
保
育
士
）を
募
集
し
ま
す

職
種　
保
育
士
（
臨
時
職
員
）

募
集
人
数　
若
干
名

受
験
資
格　
60
歳
未
満
で
、
児

童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方

試
験
内
容

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

試
験
日
時　
随
時
（
申
込
者
に

連
絡
し
ま
す
）

提
出
書
類　

自
筆
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

採
用
期
間

平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
22

年
９
月
30
日
（
更
新
可
）

勤
務
条
件　

時
給
８
０
０
円

（
日
額
６
４
０
０
円
）、
そ
の
他

市
職
員
服
務
規
程
、市
臨
時
職

員
勤
務
条
件
基
準
に
よ
り
ま
す
。

提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

新
中
学
校
開
校
に
伴
い
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

新
中
学
校
の
開
校
に
あ
た

り
、
図
書
備
品
や
各
種
教
材
備

品
の
整
理
な
ど
の
作
業
を
行
う

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　
普
通
自
動
車
免
許

を
お
持
ち
の
方

試
験
内
容

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

合
格
発
表

本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す

採
用
期
日　
平
成
22
年
4
月

雇
用
期
間

１
か
月
14
日
勤
務
で
6
か
月
間

勤
務
場
所

城
北
中
学
校
、
城
南
中
学
校

賃
金
・
休
暇
等　
非
常
勤
職
員

の
任
用
等
に
関
す
る
規
程
に
よ

り
ま
す
。

応
募
締
切
・
提
出
書
類　

　
４
月
1
日
㈭
ま
で
に
自
筆
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
教
育
委

員
会
事
務
局
子
ど
も
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
日
等

は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど
も
課

学
校
教
育
係

☎
�
３
１
１
１ 

内
線
３
６
１ 市選挙管理委員の皆さん（前列右

から山本委員長、田中職務代理、
後列右から酒井委員、斉藤委員）

４月から始まる２つの新しい制度

●内容
　自給率向上のために水田で麦・大豆・
加工用米・飼料用米などを生産する販売
農家の皆さんに、助成を行います。なお、
交付を受けるためには、捨てづくり等を
防ぐため、出荷契約等が必要となります。
●交付単価

作物 単価（10㌃あたり）
麦、大豆、飼料作物 3 万 5000 円 ※
新規需要米

（米粉用・飼料用・バイオ燃料
用米、WCS 用稲）

8 万円

そば、なたね、加工用米 2 万円
その他作物 1万円 ※
二毛作助成

（主食用米と、加工用米・大豆
など戦略作物の組み合わせ）

1万 5000 円

※印の単価は、これを基に県・国で協議し決定
「米戸別所得補償」交付額イメージ

●内容　主食用米の作付面積に応じ助成
金を交付します。また米の価格が下落した
場合には追加の補てんを行います。
●交付単価
・定額部分（10㌃あたり）…1万5000円
・変動部分（10㌃あたり）…平成 22 年
産米の販売価格が過去 3 年の販売価格
を下回った場合に、その差額を基に算定。
●交付対象者（次のいずれかに該当の方）
・「生産目標面積」の範囲内で主食用米を
  生産した販売農家で水稲共済加入者
・水稲共済未加入の 20㌃未満の生産者
  で、出荷・販売の実績がある方。
●交付対象面積　主食用米の作付面積
から、自家飯米・縁故米用に供される分
として一律 10 アールを差し引いた面積。

　
近
年
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
米
農
家
が
、
農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
目
的
に
、
国
で
新
し
い
制
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
22
年
度
、
新
し
い
米
制
度
が
行
わ
れ
ま
す
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

４
月
か
ら
国
の
新
し
い
〝
コ
メ
政
策
〟
が
始
ま
り
ま
す

助成金を受けるためには
加入申し込みが必要です

　助成金を受けるためには、4 月に各
生産者に配布する加入申込書等を、飯
山市水田農業推進協議会に提出してい
ただくことが必要です。詳しくはＪＡま
たは下記へお問い合わせください。
お問い合わせ
農林課農政係 ☎ 62－3111 内線 264

　　　米のモデル事業
　　　（米戸別所得補償モデル事業）

　　　自給率向上のための事業
　　　（水田利活用自給力向上事業）

（従来）販売価格
下落時

販売価格
上昇時

標
準
的
な
米
の

販
売
価
格

（
過
去
３
年
の
平
均
）

変動部分
※
販
売
価
格
下

落
分
を
「
変
動

部
分
」で
補
て
ん

※
販
売
価
格
が
上
昇

し
て
も「
定
額
部
分
」

は
交
付 米

の
総
収
入

定額部分（1.5 万円 /10㌃）

（制度開始後）

　

市
で
は
、
向
学
心
が
あ
り
な

が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
校

に
進
学
す
る
こ
と
が
難
し
い
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、
奨
学
金
を
無

利
子
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

貸
与
額　
月
額
９
０
０
０
円

対
象
者

①
飯
山
市
に
引
き
続
き
１
年
以

上
居
住
し
て
い
る
方

②
学
業
成
績
お
よ
び
人
物
が
共

に
優
秀
な
高
等
学
校
の
生
徒
で

身
体
が
強
健
で
あ
る
方

③
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
学
資

の
支
出
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
の
方

④
日
本
育
英
会
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
団
体
か
ら
別
に
学
資

等
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

貸
与
期
間　
高
等
学
校
の
正
規

の
就
学
期
間

資
金
の
返
還　
高
校
卒
業
後
、

（
卒
業
後
進
学
し
た
場
合
は
大

学
等
卒
業
後
）
６
か
月
後
か
ら

月
賦
で
返
還

申
込
期
限　
４
月
23
日
㈮

※
詳
し
く
は
各
中
学
校
ま
た
は

左
記
へお
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
課
学
校
教
育
係

☎
�
３
１
１
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３
６
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高
校
の
就
学
資
金
貸
付
制
度

飯
山
市
育
英
生
（
奨
学
生
）
募
集
の
ご
案
内

軽自動車の廃車手続きは３月中に
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の軽
自動車の所有者に課税されます。４月1日
時点の所有者には平成 22 年度分の軽自
動車税全額を納めていただくことになりますので、使用してい
ない軽自動車（バイク、小型特殊自動車、農耕作業車など
を含む）がある場合は３月中に廃車手続きをしてください。
※手続き場所は車種によって異なりますのでご注意ください

（お問い合わせ）税務課市民税係 ☎ 62－3111 内線 161、162

2 1


